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（１） 以下の文章を読み、今後の資源・エネルギー、環境問題について、環境工学が学として、

実行していくべき研究課題について、自分の考えを 600 字程度で記述しなさい。 

 

目下のところ、先進国の都市部の人々のような豊かで快適な生活を営むためには、大量

の資源・エネルギーを消費し、大量の廃棄物を排出することは避けられない。また、どの

先進国も経済発展の途上においては、過去に深刻な環境問題に悩まされた。今後、世界中

の発展途上国が経済発展を遂げ、先進国の都市部と同じような生活を指向するようになれ

ば、資源・エネルギーの消費量と廃棄物の排出量は今より桁違いに大きくなり、地球全体

の環境問題がより深刻になる可能性が高いと考えられる。一方、だからといって、発展途

上国の経済発展を遅らせようとするのは、先進国のエゴイズムだと誹られよう。また、逆

に先進国の人々が発展途上国の人々のような生活に戻るということも現実的とは言い難い。

一体どうしたら良いのだろうか。 

 

（２） 前問（１）で記した研究課題について、その研究目的、研究手法（または手順）、期待

される研究成果、研究成果の活用方法などを含めた研究計画を 600字程度で簡潔に記述し

なさい。 
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